
                                          【公開授業Ⅱ】 

第６学年 算数科学習指導案 

児 童 ６年４組 男子１５名 女子１７名 計３２名 
                    指導者 Ｔ１髙橋 晃子 Ｔ２ 松本 祥子 
 
１ 単元名 比例と反比例「比例をくわしく調べよう」 

 
２ 単元について 

（１）児童について 
   本学級の児童は，既習の学習を生かして課題に取り組み，与えられた課題を解決しようと意欲

的に取り組む児童が多い。また，７月に行われた意識調査の結果から，ペアやグループで話し合

うことを好む傾向がある。反面，時間をかけて自力で解決するよりも，初めからペアやグループ

の解決に頼ってしまったり，積極的に意見を述べる児童の考えを聞いて理解したつもりになった

りする児童がいる。 
   児童はこれまで，自力解決後にペアやグループで考えを交流する活動を行ってきた。「分数のわ

り算」では，立式する際，数直線から式を導き，説明する児童が多い。しかし，図を的確な言葉

で説明することを苦手にしている児童が多く，グループでも全体でも，進んで発表する児童は限

られている。 
本単元にかかわる事前のテストをした結果は以下の通りである。 

事前テストの内容 通過率 
①簡単な場合の比例の意味が分かり，式に表すことができるか。   ８４％ 
②x やｙの値を求めることができるか。   ８１％ 
③比を簡単にしたり，比の値を求めたりすることができるか。   ８０％ 
④反比例の意味を知り，関係を式に表すことができるか。（未習内容）   ７７％ 

   事前テストの結果から，簡単な比例の意味が分かり，式に表すことができるのは約８割であっ

たが，詳しくみてみると，表から比例の意味は分かるものの，それを式に表すと，かける数とか

けられる数を逆にしている児童がいた。また，比を簡単にする問題では，約分をせずに間違える

児童が多かった。未習の反比例に関しては，反比例しているかどうかを問われ，「している」と答

えた児童が大半で，表のｘとｙの関係を見て反比例と判断している児童は少ないと感じる。以上

のことから，式の意味を再確認することと，比例・反比例の意味を理解して判断できるように指

導していく必要がある。 
 
（２）教材について  

   本単元で扱う比例と反比例は，学習指導要領には以下のように位置づけられている。 

第６学年 Ｄ数量関係 （２）比例 

（２）伴って変わる二つの数量の関係を考察することができるようにする。 

 ア 比例の関係について理解すること。また，式，表，グラフを用いてその特徴を調べること。 

 イ 比例の関係を用いて，問題を解決すること。 

 ウ 反比例の関係について知ること。 

児童は，第５学年までに，伴って変わる二つの数量の関係については，その対応や変化の仕方

の特徴について，表などを用いて調べることを中心に学習し，特に第５学年では，簡単な場合に

ついて，比例の関係を学習してきた。 
本単元では，二つの数量の一方が２倍，３倍，･･･と変化するのに伴って，他方の数量も２倍，



３倍，･･･と変化することを比例と捉えられるようにするとともに，その関係を，一方がｍ倍にな

れば，それと対応する他方の数量も m 倍になると一般化していく。また，二つの対応する値の商

が一定になっていることから，二つの数量の関係を y=k×x という式に表し，その関係をグラフ

に表すと，原点を通る直線になることを学習する。そして，比例の関係を問題の解決に利用する

などして，関数の考えを深めていくことをねらいとしている。 
さらに，二つの数量の一方が２倍，３倍，･･･と変化するのに伴って，他方が 1/2，1/3，･･･と

変化することや，二つの数量の対応する値の積が一定になっていることなど反比例の意味を知り，

比例の理解を深めていく。 
（３）指導にあたって 
   本単元は，５つの小単元で成り立っている。１つ目が「比例の式」，２つ目が「比例の性質」，

３つ目が「比例のグラフ」，４つ目が「比例の利用」，５つ目が「反比例」である。 
＜手立て１考えを表現する活動の工夫にかかわって＞ 

 ・「比例の利用」の場面では，比例の関係を基にして問題を解決させ，その後ペア学習で自分の考え

を説明させていく。表現方法を広げさせるために，自分の考えを整理しながら説明させたり，ペ

ア学習で相手の解決方法を理解させたりしていきたい。また，解決方法や考え方を広げさせるた

めに全体交流を行い，自分と同じ考えを共有させたり，違う考え方に気付かせたりしていく。 

・「反比例」の場面では，反比例の意味を理解することで，比例を一層理解することをねらいとし

ている。そのため，比例の意味と対比させながら表を横や縦に見ながら反比例の意味を一つずつ

理解させていきたい。自分の考えを話すことで考えを整理したり，友達の考えを聞くことで自分

と違う考えに気付いたりするために，自力解決後にグループ学習を設定する。その際，グループ

は席が近い４人グループを基本とし，なるべく意見を交流しやすいようにしたい。また，自力解

決で自分の考えをもったうえで，グループ学習に臨めるようにしたい。 
 

＜手立て２学びを整理する場を位置づけた指導にかかわって＞ 

・全体交流では，自分の考えについて付加・修正させたり，参考になった考えや言葉を赤ペンでノ

ートに整理させたりしていく。 

・「ふりかえる」の段階において，友達の考えから学んだことや自分の学びについて思ったことを書

かせる時間を設ける。友達の考えを理解することで，自分の考えの広がりに気付かせたい。また，

自分の学びを振り返ることで，言えなかったことが言えるようになったり，昨日まで理解できな

かったことが理解できたりするなど，自分の学習の深まりを自覚させ，成就感や達成感を味わう

ことで次の学習への意欲につなげていきたい。 
 

３ 単元の系統  

          

 



４ 単元の指導計画 

（１）単元の目標 

  ○伴って変わる 2つの数量の関係を考察することを通して，比例や反比例の関係について理解し，

関数の考え方を伸ばす。 

 【関心・意欲・態度】・比例の関係に着目するよさに気づき，比例の関係を生活や学習に活用しよ

うとする。 

 【数学的な考え方】 ・比例の関係を表や式，グラフに表し，特徴を一般化してとらえ，身の回り

から比例の関係にある２つの数量を見出して問題の解決に活用することが

できる。 

 【  技 能   】 ・比例や反比例の関係にある２つの数量の関係を式，表やグラフに表すこと 

ができる。 

 【 知識・理解 】 ・比例や反比例の意味や性質，表やグラフの特徴について理解する。 

 

 

（２）単元の指導計画・評価計画（１７時間） 

 目 標 学 習 活 動  おもな評価規準  関 連 
①比例の式  

１ 〇p.2～3 の場面で，ｙが x に比例しているのはどれか，表にあてはまる数を入れて調べる。イラストを手がかりに，

一方が増えれば，もう一方も増えるという関係が必ずしも比例ではないことを確認する。 
 ○ｙが x に比例す

るとき，ｙ＝決

まった数×x と

表せることを理

解する。 

・比例の関係を，式に表す方法を考える。 
・水の深さを時間でわった商はどうなるかを調べ

る。 

関比例の関係に興味を持

ち，その関係を式に表そ

うとしている。 
技比例の関係を式に表す

ことができる。 

＊比例の定義 

 
 
○y=決まった

数×x 
２ ・ｙが x に比例するとき，ｙを x でわった商は一

定で，その関係を一般的な形の式に表せること

をまとめる。 
②比例の性質  

３ 〇比例の性質につ

いて理解する。 
・比例する２つの量の関係には，どんな性質があ

るか調べる。 
・ｙが x に比例するとき，x の値が 0.5 倍，2.5
倍などになると，それに伴ってｙの値も0.5倍，

2.5 倍などになることをまとめる。 
・ｙが x が比例するとき，x の値が 1/2 倍，1/3
倍，･･･になると，それに伴ってｙの値も 1/2
倍，1/3 倍，･･･になることをまとめる。 

知ｙが x に比例するとき，

x の値が小数倍，分数倍

になると，それに伴って

ｙの値も同じ小数倍，分

数倍になることを理解

している。 
 
 

○小数倍 
○分数倍 

③比例のグラフ  
４ 〇比例の関係をグ

ラフに表して考

察することがで

き，比例のグラ

フの特徴を理解

する。 

・水の深さが水を入れる時間に比例する関係をグ

ラフに表して，その特徴を調べる。 
・式から求めた 2 量の組み合わせをグラフに表

す。 

技比例の関係をグラフに

表したり，グラフから読

み取ったりすることが

できる。 
知比例のグラフは原点を

通る直線になることを

理解している。 

 
 
 
 
○０の点 
○直線になる 

５ ・比例のグラフは原点を通る直線となることをま

とめる。 
・比例のグラフから，x やｙの値を読み取る。 

６ 〇比例のグラフを

考察することを

・2 本の比例のグラフから１～４のことを読み取

る。 

技傾きの異なる 2 本の比

例のグラフから，それぞ

 



通して，比例の

グラフについて

理解を深める。 

・「算数のおはなし」を読み，比例していない関

係をグラフに表すと，どのようなグラフになる

か調べる。 

れの特徴や事象の様子

などを読み取ることが

できる。 

④比例の利用  
７ 
 
 

〇比例の性質を活

用し，問題を解

決することがで

きる。 

・画用紙 300 枚を，全部数えないで用意する方

法を考える。 
・画用紙の重さは枚数に比例することを使って，

問題を解決する。 
・各自の考えた求め方について発表し，検討する， 
・比例の関係を使って問題を解決する。 

考比例の関係にある２つ

の数量を見つけ，比例の

性質を問題の解決に用

いることができる。 
 
知比例の性質を理解して

いる。 

○1 枚あたりの

重さ 

 

８ ・針金の重さは長さに比例することを使って，全

部の長さをはからないで求める方法を考える，

問題を解決する。 
・速さを一定と考えた場合，道のりは時間に比例

することを使って，東京を出発後，新幹線が新

富士駅を通過するまでに何分かかるかを考え，

問題を解決する。 

９ 〇学習内容を適用

して問題を解決

する。 

・「力をつけるもんだい」に取り組む。 技学習内容を適用して，問

題を解決することがで

きる。 

 

⑤反比例  
10 〇反比例の意味に

ついて理解す

る。 

・面積が決まっている長方形や，周りの長さが決

まっている長方形の，縦や横の長さの変わり方

を調べる。 
・縦の長さが 2 倍，3 倍，･･･になると，横の長

さはどう変わるか調べる。 

関 2 つの量の変わり方に

興味をもち，表を使って

その関係を調べようと

している。 
知反比例の意味を理解し

ている。 

・反比例 

11 
本

時 

・用語「反比例」の意味を知る。 
・一方が増えると，もう一方は減るという関係が

必ずしも反比例ではないことを確認する。 

12 〇反比例の関係

は，ｙ＝決まっ

た数÷x と表せ

ることを理解す

る。 

・反比例の関係を式に表す方法を考える。 関反比例の関係に興味を

もち，その関係を式に表

そうとしている。 
技反比例の関係を式に表

すことができる。 

 
○ｙ＝決まった

数÷x 
13 ・x がｙに反比例するとき，x とｙの積は一定で，

その関係を一般的な形の式に表せることをま

とめる。 

14 〇反比例の性質に

ついて理解す

る。 

・反比例する 2 つの量の関係には，どんな性質が

あるか調べる。 
・ｙが x に反比例するとき，x の値が 1/2 倍，1/3

倍，･･･になると，それに伴って y の値は 2 倍，

3 倍，･･･になることをまとめる。 

考反比例する 2 つの量の

関係について，比例の関

係を基に，表などを用い

て調べている。 
知ｙが x に反比例すると

き，x の値が 1/2，1/3，･･･
になると，それに伴って

ｙの値は 2 倍，3 倍，･･･

になることを理解して

いる。 

 



15 〇反比例の関係を

グラフに表して

考察することが

でき，反比例の

グラフの特徴を

理解する。 

・反比例する関係をグラフに表して，その特徴を

調べる。 
技反比例の関係をグラフ

に表したり，グラフから

読み取ったりすること

ができる。 
知反比例のグラフの特徴

を理解している。 

 

〇まとめ  
16 ○学習内容の定着

を確認し，理解

を確実にする。 

・しあげの問題に取り組む。 知基本的な学習内容を身

につけている。 
 

17 ○評価問題に取り組む 

 

５ 本時について 

（１）目標 

   反比例の意味について理解する。 

 

（２）本時の評価の観点と評価規準 

      評価規準 

観点 

      概ね満足できる 支援を要する児童への手立て 

 反比例の意味を理解

している。（知識・理解） 

 xの値が２倍，３倍…になると，それに

ともなって yの値が 1/2,1/3…になるとき，

その関係が反比例だということが分かる。 

（ノート，発言，観察） 

 表に矢印を書きこみ，xが

２倍になっているときに yが

何倍になっているか考えさせ

る。 

（３）展開【本時は「つかむ」学習活動から行う】 

段階        学習活動 教師の支援（・Ｔ１＜＞Ｔ２）評価（□）手立て（◆） 

つ 

か 

む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４５ 

分 

１ 問題を把握する。 

 次のときの縦と横の長さの変わり方を

調べよう。 

①面積が１８㎠の長方形 

②まわりの長さが１８㎝の長方形 

２ 調べる 

○面積が１８㎠になる長方形を作り，並べ 

る。 

○まわりの長さが１８㎝になる長方形を作 

り，並べる。 

 

＜面積が１８㎠のいろいろな長方形を示す＞ 

＜まわりの長さが１８㎝のいろいろな長方形 

を示す。＞ 

 

 

・方眼紙を使い，実際に作らせ並べさせるこ

とにより，①，②とも縦の長さが増えれば

横の長さが減ることを視覚的に理解させ

る。 

 

 

○変わり方を調べるために，表に表す。 

 

３ 課題を把握する。 

○図や表から既習内容との違いを考える。 

一方の量が増えると，もう一方の量が減

る関係を調べよう。 
 

＜机間巡視をし，戸惑いが見られる児童を支

援する。＞ 

・変わり方を調べるためには表を使えば良い

ことに気付かせる。 

 

・表を見て「増えれば減る」ことを確認する。 

 

※この段階までが前時の学習となる。 

（
前
時
） 



つ 

か 

む 

３分 

３ 課題を確認する。 

○前時を振り返る。 

 一方の量が増えると，もう一方の量が減

る関係を調べよう。 
 

 

 

・比例関係では xが増えればそれに伴って y

も増えることを思い出させる。 

見 

通 

す 

３ 

分 

４ 見通しをもつ。 

・比例の関係ではなさそう。 

・①と②は変化のしかたが違う。 

・比例のときのように，表を縦や横に見て 

いけばいい。 

 

・比例の意味について確認し，今回は比例の

「xの値が２倍，３倍…になると，yの値も

２倍，３倍…になる」に対応するかどうか

を調べさせる。 

 

た 

し 

か 

め 

る 

 

 

 

２４ 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 自力解決をする。 

ア ①の表は，xが１から２と２倍になると，

yは 18から９と，1/2 倍になる。また，xが

１から３と３倍になると，yは 18から６と，

1/3 倍になる。 

  ②の表は，xが１から２と２倍になると，

yは８から７と 7/8倍になり，xが１から３

と３倍になると，yは８から６と 6/8倍にな

る。 

 

イ ①の表は，xが２から４と２倍になると，

yは９から 4.5と 1/2 倍になる。また，xが

２から６と３倍になると，yは９から３と

1/3 倍になる。 

  ②の表は，xが２から４と２倍になると，

yは７から５と 5/7倍になり，xが２から６

と３倍になると，yは７から３と 3/7倍にな

る。 

６ 考えを交流する。 

○グループで学び合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○全体で学び合う。 

 

 

・表に矢印を書き込ませたり，xや yに具体

的な数字を入れて言葉を書かせたりする。 

・１から順に考えている児童には，他の数字

からも考えさせる。 

＜Ｔ１と手分けして，自分の考えをノートに

書いているか把握する。＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆手立て１－ア 

・異質の考えで交流させるために，機械的に

４人グループを作り，その中で考えを交流

させる。 

・説明しやすいように，表が書かれている紙

を用意し，矢印等を書き込んでいくように

する。 

・x，yに具体的な数字を入れ，xと yを対応

させながら説明させる。 

・説明することで自分の考えを確かなものに

したり，説明を聞くことで，自分と違う考

え方があると気付いたりする場とする。 

＜Ｔ１と手分けして各グループの学び合い

の状況を把握する＞ 

◆手立て１－イ 

・アの考え方しか出なかったグループから発



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 関係の違いを確認する。 

・①の表は，xの値が２倍，３倍になると，y

の値が 1/2倍，1/3倍になっている。比例の

関係のときは，xの値がｍ倍になると yの値

もｍ倍になり増えていったが，その反対に，

ｍが分母になって減っていく。 

・②の表は，xが１ずつ増えると yは１ずつ減

っていく。比例の関係のように xの値がｍ倍

になると yの値もｍ倍という関係にはなら

ない。 

表させる。発表する際，グループ全員を前

に出させ，付け足すことがあればその場で

言わせるようにする。 

・他のグループは，自分たちの考えと比較し

ながら聞くようにする。 

＜児童が言ったことを板書する＞ 

 

・①は，比例の関係のように，表のどの値か

らも成り立つことを確認する。 

・①も②も「増えれば減る」の関係だが，① 

は比例の関係と倍の考え方が同じだが，②

はその考え方が当てはまらないことを確認

する。 

 

ま 

と 

め 

る 

３ 

分 

８ まとめをする。 

○２時間の学習活動について，板書等を使って

振り返る。 

・xの値が２倍，３倍…になると，それにと

もなって yの値が 1/2倍，1/3倍…になる。 

    「yは xに反比例する」という。 
 

 

・再度，比例関係の意味を取り上げ，比例と

反比例の違いを明確にする。 

・②の表は反比例ではないことを確認する。 

 

あ 

て 

は 

め 

る 

 

 

 

 

７ 

分 

９ 練習問題を解く。 

 次の○あ，○いについて，それぞれ２つの数

量が反比例しているかどうかを調べましょ

う。 

○あ E

Aろうそくを燃やす時間 x分と残りの長さ

ｙ㎝ 

時間 x（分） １ ２ ３ ４ ５ ６ 

長さ y（㎝） 4.5 ４ 3.5 ３ 2.5 ２ 

A○い E

A針金を等分するときの，本数 x本と１本ぶ

んの長さ y㎝ 

本数 x（本） 1 2 3 4 5 6 

長さ y（㎝） 120 60 40 30 24 20 
 

 

 

＜問題を提示し，把握させる＞ 

◆手立て１－ア 

・反比例の関係かどうか，ペアで交流するこ

とにより，理解を深めさせる。その際，根

拠をもって話させる。 

・机間巡視し，評価する。 

知 反比例の意味を理解している。 

     （ノート・発言・観察） 
 

ふ 

り 

か 

え 

る 

５分 

10 自分の学びについて振り返る。 

・友達の考えから学んだこと 

・次に考えてみたいこと 

・自分の学びについて思ったこと 

◆手立て２ 

・友達の説明の仕方から学んだことや，比例

の関係と同じように調べていくことで，新

しい関係がわかったことから，自分の考え

の広がりを自覚させ，次の学習への意欲に

つながるようにする。 

 

 



（４）板書計画 

課題               まとめ                      練習 

 一方の量が増えると，もう一方

の量が減る関係を調べよう。 

X の値が２倍，３倍…になると，それにともな

って Yの値が 1/2倍,1/3倍になる。 

→「yは Xに反比例する」 

 次の○あ，○いについて，それぞれ２つの数

量が反比例しているかどうかを調べまし

ょう。 

 

①                      ② 

縦 x（㎝） 1 2 3 4 5 6 

横 y（㎝） 18 9 6 4.5 3.6 3 

見通し・比例の関係ではない。・①と②はちがう？ 

   ・表を縦や横にみていく。 

                      

 

反比例ではない。 反比例 

 

○あ  
x １ ２ ３ ４ 

y 4.5 ４ 3.5 ３ 

○い  
x 1 2 3 4 

y 120 60 40 30 

 

 


